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第二 回  運営委員会報告

/7′ 3年 乙月 2θ 日 (月 )午 後
`時
よ り、 立教大学 セ ン トポ

ール会館 にて、第 三 回運営委員会を 開催。 出席 は、鮎 沢 (」
LA)、

石井 (東 洋大 )、 小川 (法 政大 )、 河井 (立教大 )、 阪田
(ICU)、

寺 田 (情 報大 )、 常 盤 (独 協大 )、 中林 (国 会 )、 藤野 (情 報大 )、

川崎 (椙 山女学園大 )。

夏期 セ ミナー と冬期大会 について検 討
した。

(1)本 年度 の大会 。総会  : /2月 ダ日 (日 )に 京 阪神で 開

くことに決 定 した。 詳細 については、 東京 の大会検討

委員会 (小 川、 河井 、阪田、中林 )と 関西 の大会実行

委員会で検 討す る。

実行委 員会の構成 は以下。
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実行委員長

実行委 員

会   . 勢

次 回運営委員会

森  耕 ― (京 大 )

竹 島 昭 雄 ,向 井 克 明,山 中 容 子

(以上、神戸市立図書館 ),

豊 後 レイコ(大阪アメリカンセンター ),

後 藤 昌 弘 (阪南大図書館 ),佐 藤 毅 彦

(京大大学院 )o川 崎 良 孝(事務局 )その他

: :/7♂ 3年
`月
2θ 日現在 9′名

: :ワ 月よ日(月 )名 古屋桜華会館



図書館史 を考 え る セ ミナー (第 一 回 )の 御案 内

「図書館史研究の充実した討論と発表
の場」を求めて、昨年 /2月 、私たちは図書館史

研究会を結成しました。研究会ではこの趣旨にもとづき、来たる 7月
ダ日、
`日
の両日、

第一回の「図書館史を考えるセミナー」を、下記の要項で開催
いたします。

私たち173、 今回のセミナーを通して、今日の図書館史研究の現状 (到達点と問題点 )を

明らかにし、それを土台として図書館史研究の発展方向を見定めて
いく確かな一歩を踏み

出したいと考えています。セミナーカミ実り多いものとなるよう、多くの方々の参加を呼び

かけるものです。

セミナー実行委員会

記

図書館史研究の現状と展望

/7′ 3年 7月 ≠日 (日 )一 ∫日 (月 )

名古屋市内 桜華会館 (蘭の間 。本館 2階 )

〒ダ乙θ 名古屋市中区三の丸 /-7-2

先着∂よ名

参加費 3θ θθ円 (但し、学生は ん∫θθ円 )

夕 食 。懇親会費 よよθθ円

員
　
用

定
　
費

ァーマ

日 時

会 場

申込方法

宿泊費

5日の昼食

(例えば、
“

日のプログラムに参加し、宿泊しない場合は、参加費

=θ
θθ円と懇親会費よよοο円。計 ′よθθ円になります。 )

同封の振替用紙に必要事項を記入し、′月 /∂ 日 (厳守 )ま でに

お申し込み下さい。

`θ
θθ円

ス2θ ρ円

※ 出張扱い等のため、公式の文書が必要な方は研究会事務局まで御連絡下さ
~い
。

※ 参加申込の確認は、申込金の受領はがきの発送でおこないます。
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桜 幸 会 館 案 内 図

(市バス)  経 路 ご 案 内

名古屋駅から

市バスターミナルの①番のりばにて (143)号 系統上飯田町行に乗車、外堀町通本町にて

下草、北へ約 100米  (愛知県護国神社西隣)

栄から

栄バスターミナルのC番のりばにて(針号系統安井町西 (又は江向)行 に乗車、外堀町通本町

にて下車、北へ約 100米 曖知県護国神社西隣)

(地下鉄 )                   '
市役所下車、南出口西へ約 500米 (愛知県護国神社 西隣)
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7月
“

日 (日 )

/2:θ θ～/2:3θ   受  付

/2:∂ θ～/2:よ θ  開会あいさつ

/2:よ θ～/`:θ θ  日本図書館史研究

報告 I(“ ∫分 ) 彫 成期日本公共図書館の種々な様相」

永 末 十四雄 (北九州市立図書館 )

報告Ⅱ(“ よ分 ) 「戦後公共図書館実践史
二
『中小レポー ト』発刊 2θ 周

年の意義をふまえて」

石 井   敦 (東洋大学 )

討 論(/θ θ分) 司 会 : 加 藤 三 郎 (名古屋市立図書館 )

/`:θ O～/`:ノ よ  休  憩

/`:/5～ /7:“∫  講演「開かれた大学を越えて一コミュニティカレッジの課題」

宮 城 悦 郎 (神戸山手短大助教授 )

司 会 : 川 崎 良 孝 (椙山女学園大学 )

/7:“ ∫～/′ :3θ   連 絡 。休 憩

/′ :gθ～2θ :θ θ  夕 食 (懇親会を兼ねる )



7月 よ日 (月 )

′:θ θ～ ワ:θ θ 朝  食

7:θ θ～//:3θ  イギリス図書館史研究

報告 I(“ ∫分 )  「 イギリス公共図書館史研究の現状」

常 盤   繁 (独協大 )

報告Ⅱ(ダ ∫分 )  「 /7世紀イギリス公立図書館史研劉  (邦蚊 献の検討 )

森   耕 ― (京都大学 )

討 論 (`θ 分 )司 会 : 河 井 弘 志 (立教大学 )

//:gθ ～ /″ :3θ  昼   食

/2:θ θ～/∫ :θ θ アメリカ図書館史研究

報告 I(″ よ分 )  「 アメリカにおける大学図書館史研究の動向」

三 浦 遼 雄 (東京大学 )

報告 1(“ よ分 )  隊 後アメリカにおける大学図書館の協力について」

菊 池 lンづ子 (学習院女子短大 )

討 論 (`θ 分 )司 会 ::り |1 崎 良 孝 (椙山女学園大学 )

/よ :θ θ～/∫ :3θ  休  憩

/∫ :3θ～/`:3θ  全体討論 。まとめ

司 会 :‐ 小 川   徹 (法政大学 )

中 林 隆 明 (国サ国会図書館 )

まとめ : :藤 野 幸 雄 (図書館情報大学 )

/`:θ θ～/る :∫ θ 連  絡

閉会あいさつ



講演 :「開かれた大学を越えて :コ ミュ
ニティ‐カレッジの課題」

神戸山手女子短期大学助教授 宮 城 悦 郎

/7'θ ～
`θ
年 代 にかけて ア メ リカ′の短期大学が 自らを

コ ミュ

ニテ ィ・ カ レッジ (COnlΠlunit y coll Cg C)と 称 す るよ うにな っ

たのは、その教育理念 に関連 して画期的 な変革が行 われた と
い う事

情 に よる ものです。 つ ま り、 ア メリカの短期大
:学が 、従 来の入学資

格 に該当 する コミュニティの一部 の成 員 だけで な く、そ の す
べ ての

成 員 に奉仕 する ことを 自己の存 在理 由 と したか らです。 こ
の よ うな

教育理念 の大変革 を もた らした燿本的要因を あげる とす
れば、それ

は当時.の 公民権運 動が投 げかけ た波紋 をみて もわか る よ うに、
コ ミ

ュニテ ィの抱 えてい る問題 につ いての 人々の関心が深 ま つた こと、

またそれ らの問題 を解決 しよ うとする気運が 高まつたためで ある と

いぇ ます。

オー プン ‐ドア・ ア ドミッシ ョン・ ポ リシーズ (OpCn doOr

adElission policics=志 願者全員入学許可の方針 )は 、 まさにそ

ぅした社 会的要請 に呼応 して と られ た大学の入学許可 に関する方針

であ ったのです。
.し
かし、
'理
念がいかに優れていて もt:そ れが実際

に機能するか どうか とい うことになりますと、それはまった く71」個

の問題 になります。 このことは コミュ
ニティ・カレッジの問題にそ

のままあてはまることです。 オー プン・ ドア・ア ドミッシ ョン
・ポ

リシーズの実施に伴い、大半の コミュニティ・カ レッジは矯 正教育の

プログラム (Icnlcdi al program)を 導入 しました。ところが、



ご く最近 に なる までその よ ぅな プ ログラムが「 新 しい タイ プの学生」

の真 の必 要性 に応 え うるか ど うか とい うことは、実証 的 な意味 にお

いてほ とん ど問題 にされ ませ ん で した。

今 日、 よ うや く矯 正モ デル (remedial Πlodcl)の 限 界を知 っ

た コミュニ ィテ ィ・カ レ ッジの指導者達 は、オ Tプ ン ‐ドア ‐ア ド

ミッシ ョン ‐ポ リシー ズの理念 を実現 する方 法論的手段 として発達

モデル (dcVe10prllental Ⅱ10dcl)の 開発 に向 って努力 してい ま

すが 、それは矯 正 モデルが新 しいお客 を大学へ連れ て くる ことには

成功 した ものの、かれ らか ら多様 な能力を引 き出す までには到 らな

か ったか らです。 コミュニテ ィ・ カ レ ッジの こ うした発 展経過 を見

てみ ます と、その発展 の原動力 とな つていた問題意識 は、 ア メ リカ

の公共図書館 にお け る 1 0utreachlの 方針 を生み出 した問題意識

と軌 をいつ にしてい るこ とは明 白で あ りまし ょう。 つ ま り、恵 まれ

ない 人々に対 するサー ヴ ィスを ど うするか とい うことは、 コミュニ

ィテ ィ・カ レッジ
°公共 図書館 の双 方 に共通 する問題 で あるか らで

す。

そ こで私は d`iSadvantaged"と は誰 の ことか、何 を基準 とし

て
α disadvantaged"と み なすか、かれ らを して積極 的 に学習 に

とり組 ませ る方法 は ?と い つた、 コ ミュニテ ィ・ カ レッジの研究 と

図書館 学の双方 に共通 す る問題 をと りあげ なが ら、 ア メ リカの短期

大学の現状 につい て述べ たい と思い ます。

宮 城 悦 郎 氏 略 歴

神戸大学教育学部卒業

大阪大学大学院研究生を経て、ミシガン州立大学大学院修士課程卒業

専 攻  : 教育学


